
近鉄大和高田駅・JR高田駅周辺地区
まちづくりワークショップ

■日 時：令和4年10月22日（土） 14時～16時

■会 場：トナリエ3階デッキ（近鉄大和高田駅前）

■参加者：11名

■オブザーバー：近畿大学教授 久 隆浩

概 要

第2回

会議風景

■ワークショップのテーマ

地域資源の掘り起こし・活用

（まち歩きの４つの視点）

主要駅周辺の利活用、大街区の活用、

有効に活用されていない施設の活用、回遊性



近鉄大和高田駅・JR高田駅周辺地区
まちづくりワークショップ

第２回 まち歩き視点：地域資源の掘り起こし・活用
全 体

とりまとめ

ショート
コース

ロング
コース



近鉄大和高田駅・JR高田駅周辺地区
まちづくりワークショップ

第２回
まち歩き視点：地域資源の掘り起こし・活用 全 体

とりまとめショートコース ロングコース

☛公共施設（⑤⑥⑦）の利用が少ない（利用目的がない、何をやっているか分からない）。
☛駅前商店街の空き店舗が活用されていない（ただし、一部、民間の駐輪場として活用）。
☛個性的な劇場、商店、銭湯、歴史的施設の顕彰碑などの地域資源が点在する。

主な意見

近鉄大和高田駅、ＪＲ高田駅周辺のまち歩きの結
果から出た主な意見は以下のとおりです。

対象地区
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第２回
まち歩き視点：地域資源の掘り起こし・活用 全 体

とりまとめショートコース ロングコース

ワークショップ参加者へのアンケートの結果

今日、少し歩いただけでも、それぞれの時代の大和高田の名残が見られて面白かったと思い
ます。大和高田らしさを残し、うまくそれを使いながら、コースを作って繋げていくような、
そんな仕掛けができたらいいですね。
幸町公園は、イベントをするにはとてもコンパクトでいい空間だと思います。イベントをす

るスペースは色々なところにあることを確認したので、複数の団体が同時多発的なイベントを
開催して、参加者がまちを巡り、賑わいのきっかけを作ることができるのでないかと思います。

オブザーバーからのコメント

ワークショップ終了後に、参加者に対して行ったア
ンケートにおける、結果の一部を紹介します。
（アンケート回答者１１名、うち有効回答１０）

おおよそ１時間のまち歩きでしたが、まち歩きの前
後での対象エリアの印象の差を問う質問（❶）には、
半数が「印象が良くなった」と回答しました。
また、印象の変化に繋がる具体的な感想を問う質問

（❷）には、全体の８割が「ここが活用されたら、是
非遊びに行きたいと感じた」と回答しました。

参加者の印象の違いに分けて感想を整理（❸、❹）
すると、印象の違いに関わらず、どちらも「ここが活
用されたら、是非遊びに行きたいと感じた」と回答し
ました。
また、印象が良くなった方たちの中に「魅力的な場

所があり、このエリアで自ら活用してみたいと感じ
た」との回答がみられました。

参加者がまち歩き、このエリアに地域資源があるこ
とを再確認した（主な意見、参照）ことで、そ
れらが活用されることへの期待ととともに、
一部ではありますが、自らがまちに主体的に
関わろうとする可能性を感じる結果を得まし
た。

❶

❷

❸

❹
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